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ランクフルトのブックフェアで、私の作品「白仏」(はくぶつ)がフランスの編集者

の目に止まったのは、今から２年前くらい前のこと。フランス語版の「白仏」(Le B�

パリに着いてすぐ、私はル・モンド紙� (Le Monde)の片隅に自

分の名前を見つけることになる。編集者のマリ・ピエールは、

はじめてフランスで出版された作家の本がノミネートされるこ

とは非常に稀なことだと、喜んでくれた。インドやオランダの

大作家の名が私の名とともに並んでおり、正直、最初は何かの

間違えだろう、とまともにはうけとめることはできなかった。

それがその２か月後まさかの受賞となり、再びフランスへ向か

う飛行機に乗ることになるとは、その時はまだ夢にも思っては

いなかった。�

空港で私を待っていたのが、翻訳家のコリーヌ・アトラン� (C

orinne Atlan)であった。自分の小説は外国で数冊が既に翻訳さ

れていたが、翻訳者と会うのは初めてのことである。コリーヌ

は三十代半ばのアジア的雰囲気を持った女性で、さらに言えば

非常に奥ゆかしく、どこか昔の日本女性を思わせる物静かな人

であった。だからか、最初からとても気があい、無理せずに向

かい合うことができた。�

受賞の一つの理由には、当然翻訳がすばらしかったことがあ

げられるだろう。彼女は私の文体を出来る限り忠実にフランス

語に訳すことに神経を使った、と言ってくれた。日本の人気作

家の多くの作品を手がける彼女だったが、「白仏」には特別な

思い入れがあったようだ。実際彼女の前のご主人もモンゴルの

人であった。日本で暮らしていた時期も短期間だがあり、アジ

ア的な思想のバックボーンもしっかりと持っていた。「白仏」

の独特の死生観というものは、或いは彼女でなければ表現でき�
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ouddha Blanc)�は発売の翌々日に、フランス三大文学賞の一つフェミナ賞(Prix Femina Awar

d)の外国部門賞にノミネートされた。丁度宣伝のために来仏していた私を驚かせたの

は、その賞が百年も歴史のある賞で、受賞者の中にはロマン・ロラン� (Romain Rolland)や

サン＝テクジュペリ(Saint-Exupery)のような大変有名な作家が名を連ねていることであっ

た｡�
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なかったかもしれない。そういう意味で、

もしもコリーヌ以外の人が翻訳していた

ら、あの作品が受賞することはなかっただ

ろう。それくらい、翻訳家の力は大きかっ

たといえる。�

現在、「白仏」はヨーロッパをはじめい

くつかの国から翻訳化の誘いを受けてい

る。実際にトルコなど既に契約を終え、出

版を待っている国もある。どういう翻訳家

と出会うかで、あの作品の運命も決まるの

だな、と思うと、思わず祈りたくもなる。

自分の子供のような作品だけに、すばらし

い人とめぐり合ってほしいと思うのは当然

のことであろう。�

コリーヌ・アトランは５月発売予定＊の

「海峡の光」の翻訳を既にほぼ終えてい

る。私と彼女はメールを使って、内容に関

してのいくつかのやり取りをした。この作

品は「白仏」の前の作品で、日本では芥川

賞を頂いたもの。函館の少年刑務所の中で

の物語だが、コリーヌは当然函館のことを

知らない。「砂州の上に出来た街」とはど

ういうことか、と質問がメールされてき

て、私は思わず苦笑した。砂州を説明する

のは言葉ではむずかしく、仕方がないので

私は絵を描いてそれを送り返した。箱庭的

な宇宙を表現したかったので、砂州をうま

く説明してもらわなければ、物語の世界観

が伝わらないからだ。「白仏」よりももっ

と翻訳が難しい、と彼女は言ったが、確か

にあの小説は私の作品の中でも非常に難解

な部類に入るものであり、ロールプレイン

グゲームのような隠された意図を持ってい

た。その意図に関しては私は受賞後も口を

固く閉ざしてきたし、インタビューなどで

も明かしたことはない。今回、きちんと彼

女に説明しておいた方がいいと感じたの

は、彼女もまたフランスの読者に対して作

者の片割れとなるからなのである。コリー

ヌ・アトランとは、今後も多くの作品を共

同で世に送り出していきたい。日本語的に

言えば、つまり「二人三脚」ということに

なる。�

�

＊＊＊＊ �2001年�5月16日、Mercure de France社から出版された。�

Japanese Book News�第33号（2001年春発行）より転載 �
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辻�仁成（ツジ，ヒトナリ）�
小説家；ミュージシャン；映画監督�
※音楽・映画の分野では�
「辻�仁成（ツジ，ジンセイ）」�

1959年10月� 4日生�
北海道函館市出身 �
成城大学中退�
�

�

�

�

1981年エコーズを結成。82年ＣＢＳソニーのＳＤオーデ

ィションで優秀アーティストに選ばれ、以後ライブハウス等

を中心に活動。85年４月アルバム�「Welcome�To� The Lost  

Child Club」とシングル「Bad Morning」でデビュー。グ

ループ内ではギターとボーカルの他に作詞作曲も手掛ける。

音楽活動の他オールナイトニッポンのＤＪをつとめ、「Lost

 Child Club」という新聞を出したり、詩の朗読会を開くな

ど多彩に活躍。89年処女小説「ピアニシモ」ですばる文学賞
を受賞。同年エコーズを解散、ソロ活動を始める。92年同人

誌「ガギュー」を創刊。95年「天使のわけまえ」で映画初監
督。96年作家専業を宣言。97年「海峡の光」で第116回芥川

賞を受賞。同年小説「OPEN HOUSE」が南果歩主演で映画化さ

れる。98年2月ソニー・ミュージックエンターテインメント

が発足させた新レーベル、パッサジオＤＩＳＣＳのゼネラル

プロデューサーとなる。同時に自身のシングル「この頃（Ｔ

ＹＯ ＭｉＸ）」を発売。同年映画「千年旅人」では原作、

脚本、監督、音楽を一手に引き受ける。99年自身が男の視点

から、江国香織が女の視点からひとつの恋を描いた共作恋愛

小説「冷静と情熱のあいだ Ｂｌｕ」を刊行。同年「白仏」

のフランス語翻訳本「ル・ブッダ・ブラン」で日本人として

初のフェミナ賞を受賞。2000年「愛をください」で初めて連

続ドラマの脚本を手掛ける。同年監督3作目となる映画「ほ
とけ」を製作、2001年アジア映画祭最優秀イマージュ賞、ド

ーヴィル映画祭グランプリ（最優秀イマージュ賞）を受賞。

�同年第51回ベルリン国際映画祭パノラマ部門に正式招待さ

れる。同年元エコーズの伊藤浩樹とともにエコーズ・オブ・

ユースを結成、シングル「恋するために生まれた」をリリー

ス。他の著書に「クラウディ」「ニュートンの林檎」「母な

る凪と父なる時化」「愛と永遠の青い空」、エッセイ集に

「ガラスの天井」、江国香織との共著「恋するために生まれ

た」、監督作品に「フィラメント」など。95年女優の南果歩

と結婚するが、2000年離婚。2002年女優の中山美穂と再
婚。最新刊は2003年6月発行の「99歳まで生きたあかんぼ

う」（集英社）。�

�

�

＊当センター文化情報室で＊当センター文化情報室で＊当センター文化情報室で＊当センター文化情報室で�月中旬より貸出可能。月中旬より貸出可能。月中旬より貸出可能。月中旬より貸出可能。�
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「嫉妬の香り」CD��EF� �GHIJK�ABBB��2A��

「五女夏音」�LMN�O�PQ�RSTU� � ABBA�2B��
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今、日本は夏を迎えているが、夏といえば怪談。�

暑い季節だからこそ恐い話で寒さを感じるのが夏の�

風物詩なのだ。たいていの怪談は、恨みを残して死�

んだ人間が幽霊となってこの世に現れ、生き残った�

者に復讐する、というのがパターン。実際にも、政�

敵を滅ぼした後でそのタタリを恐れ、死んだ敵を神�

様としてまつるという伝統が日本の歴史にはある。�

したがって、非業の死を遂げた者をどう供養するか�

がけっこう大事な歴史問題になってくる。逆にいう�

と、死者の視点から歴史を見直すのも十分に意義が�

ある行為といえるだろう。�

というわけで、今回は死者が眠る場所、つまり墓�

場を歩いてみた。他人のお墓を見て回りながら、ち�

ゃっかり歴史を勉強しよう、という一見ふざけてい�

るようで実は大まじめな企画なのだ。場所は東京・

南千住
みなみせんじゅ

界隈。いわゆる下町に属するが、人気スポッ� �

トではないので、この町までわざわざ散歩にくる人� �

はあまりいない(ぼくのような変わり者をのぞいて)。

それでも、ここには日本人にすらあまり知られてい� �

ない隠れた名所旧蹟（？）が実にひっそりと奥ゆか� �

しく3ヵ所ほどある。それほど広くない地�域に集中�

しているので、一気に歩き回ることにしよう。それ�

では、怒涛の歴史墓場めぐりへ出発！�

�

まずＪＲ南千住駅を降りると、そこはかつての死�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

刑場の跡地。門を抜けると、妙に巨大な仏像がある� �

のは刑死者を弔うためらしい。その名も首切地�蔵。� �

昼間だからいいようなものの、ひと気がなく、時折�

り後ろを走る電車の轟音が鳴り響くと不気味なこと� �

この上ない。ひんやり背筋が寒くなる。�

ここからすぐ近くにあるのが一番目の墓場──小
こ

�

塚
づか

原
はら

回
え

向
こう

院
いん

。この中には、江戸幕府時代の反体制派�

の有名人たちが眠る墓がある。彼らは幕府の弾圧を�

受けて死刑になった政治犯たちだ。�
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19世紀の日本の歴史は、幕藩体制の末期にいろい
ろな政治勢力が複雑に絡まりあいながら進行し、や
がて明治維新を迎えて近代国家の誕生となるのだ
が、大まかにいうと、その過程では幕府を守ろうと
する勢力と幕府を倒そうとする勢力とが激しく主導
権を取り合ったのである。話がややこしくなるとい
けないので、仮に前者の勢力を「幕府派」、後者の
勢力を「維新派」と呼ぶことにしよう。そうする
と、この回向院は主に幕府派によって弾圧された維
新派の埋葬場ということになる。�

寺の奥に進むと、狭い敷地にたくさんの墓が密集
していて、まるで迷路のよう。維新派の墓は一ヵ所
に集められているらしいのだが、ぼくにはどれが誰
の墓なのかよくわからなかった。墓石はもう大分古
くなっているとはいえ、それなりにきれいに掃除さ
れている。�

時代は下るが、この墓地には�2・26�事件（1936年
に起きた近代日本最大のクーデタ）の首謀者の一人
の墓がある。その事件は未遂に終わり、決起した青
年将校らは昭和維新を目指しつつも、結局、反逆者
として処刑された。彼もまた志を遂げられずに死ん
だ人間の一人といえよう。事件の数年後に死去した
夫人とともに眠るその墓には小さな花が手向けられ
ていた。�

その次に向かったのが円通寺
えんつうじ

。この寺は結構広く、�
�

�
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高々と空にそびえる金ぴ
かの観音像が目印。境内
に入ると、古くて真っ黒
の門がある。これは、維
新派との戦争に完敗した
幕府派が立てこもってい
たある寺の門。よく見る

と弾痕があちこちに残っていてなまなましい。そし
てこの門のうしろに続くのが幕府派の人々の墓だ。
戦場に累々と死骸が放置されていたのをこの寺に埋
葬したとのこと。いまは柵に囲まれていて中に入る
ことはできないが、少しでもよく見ようと近づいて
みると、どこからともなくカラスが数羽舞い降りて
きてしきりにカーカー鳴く。鋭いくちばしが気味悪
く、結局ほんのちょっと柵の内側を覗き込んだだけ
で大急ぎで退散した。黒い鳥は黒い門の墓地を守っ
ているのだろうか。�

最初の墓場が維新派、今度のが幕府派。両者は互

いに天下国家に命をかけて激しく争い、その結果が

二つの墓場なのか・・・そんなことを思いながらや

ってきたのが三番目の墓場、浄閑寺
じょうかんじ

。小さな山門を

くぐり奥へ行く。ここも墓が密集しているが、中ほ

どになにやら高い塔がある。新吉原
しんよしわら

総霊塔というら

しい。新吉原とは日本で最もよく知られた遊郭で、

浄閑寺の南方にあった。遊郭の周囲に堀が設けられ

ていたのは、そこで働く女性（遊女）たちの逃亡を

防止するためという。その遊女たちの霊を慰めるた

め� � �

�

�

�
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めの塔なのだ。特に��世紀半ばの大地震ではたくさ

んの遊女が死に、ここに投げ込み同然に葬られた

（この寺は別名「投込寺」とも呼ばれる）。「生ま

れては苦界、死しては浄閑寺」という川柳が有名

だ。�
�ところで、この慰霊塔の目の前には、生前よくここ�
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を訪ねた永井
な が い

荷風
か ふ う

という作家

の詩碑がある。詩の冒頭を紹

介すると、「今の世のわかき

人々／われにな問いそ今の世

と／また来る時代の芸術を。

／われは明治の兒
こ

ならず

や。」少し古い日本語なので

現代語訳すると「今の時代の

若い人々よ、私に問わないで

くれ、今の時代とこれから来

る時代の芸術のことを。なぜ

なら私は消えつつある明治と

いう時代の人間なのだから」

とでもなるだろうか（多少誤

訳ありだがご勘弁を）。�

�

�

�哀れな遊女たちの運命を前にして、作家の詩情が

照らし出す明治という時代のイメージは、幕府派か

維新派かという単純な歴史認識からぼくたちの想像

力を解放してくれる。三番目の墓場には、一番目と

二番目のような（たとえ悲劇であろうとも）歴史の

表舞台で活躍した英雄たちの物語からこぼれ落ちた

「もう一つの歴史」があるのではなかろうか。�

 ──と同時に、三つの墓場の死者たちには、立場

のちがいを越えて無念の死を遂げたという共通点が

ある。だが、いま無念の死と述べたが、これらの死

者に関しては、幽霊となって現世の人間に復讐した

という話は聞いたことがない。彼ら彼女らの恨みが

浅いとは思えないのだが、死後は丁重に供養された

と満足してくれたのだろうか。あるいは、ひょっと

したら、いちいち幽霊になって化けて出るにはキリ

がないから、その代わりに何か思いもよらない別の

方法で（たとえば歴史そのものに対して）すでに復

讐しているのかもしれない・・・クワバラ、クワバ

ラ（これは古いおまじないの言葉）。�

�

以上、所要時間は一時間弱。観光地でもないの

に、手にはペンとメモ帳を持ち、首からはカメラを

ぶら下げて、なにやら一心不乱に墓場を見て回る、

そんなぼくの姿のほうが地下に眠る死者たちよりも

ずっと浮世離れしていたかもしれませんね。�

�

（フリーランスライター 星野
ほ し の

政
まさ

美
み

）�
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先日、日本から知り合いがやってきてデパートでショッピングをしていたときに聞いたせりふです。�

�

「韓国も不景気だって聞いたけど、混んでるね。庶民の 懐
ふところ

具合は日本よりよさそうだなあ。日本の�

デパートは閑古鳥が鳴いてるよ。」�

�

その後、韓国の景気も悪いのに何だか庶民の購買意欲は韓国のほうが上のようだという話から、日韓�

の金銭感覚にまで話は盛り上がりました。� �

今回はそのときの会話をヒントにお金にまつわる言葉の話をしようと思います。�

知り合いのせりふに出てきた「懐具合」という言葉を、みなさんは聞いたことがありますか。まず、懐�

とは着物の胸のところを指すことばです。着物を着る時には左側を上にして胸から下の部分を重ねて帯�

を締めます。そうすると、左胸の部分にちょうど右手を差し込めるくらいの空間ができます。そこを懐�

と呼び、昔は財布やハンカチを入れたりしたことから、懐具合は財布の具合、つまり、持っているお金�

を指す言葉になったのです。懐具合が悪いときには「懐がさびしい」と言いますし、反対に財政状況が�

いいときには「懐があたたかい」と言います。�

さて、日韓金銭感覚をめぐるお話をちょっと。皆さんは「懐がさびしいときに人の懐を当てにする」�

ことがありますか。要するに、あまりお金がないときに他人のお財布を頼って、ごちそうしてもらった�

りすることがあるかということです。個人差はありますが、たいていの韓国人には、ごちそうしたり、�

何かプレゼントを贈ったり、お金を借りたりすることが気軽にできる友達がいるようです。�

一方、同じ質問を日本人にすると、ちょっと慎重な答えが返ってきます。「金を貸せば友を失う」と�

いう言葉があるように、日本ではお互いの懐具合に踏み込んだつきあいというのを避ける傾向があるよ�

うです。それは、懐という言葉が人の内面的なものをも指すことからもうかがえます。たとえば、人の�

心の中を読み取ることを「懐を見透かす」と言ったり、心が広く包容力があることを「懐が深い」と言�

ったりします。�

また、会社での昇進祝いなどの際に、同僚や友達にごちそうするのも日本とは違うところです。わた�

しは以前、自分の誕生日に友達が集まってくれて喜んでいたら、食事のお勘定も誕生日の人がするもの�

だと知り、カルチャーショックを受けたことがあります。それでも、懐があたたかい時には気前よく分�

かち合う感覚はいいものですね。中には大盤振る舞いしすぎて、懐が痛いというような場合もあるよう�

ですが。�

こんな風に韓国の人のお金の使い方を見ていると、「大盤振る舞い」だとか「太っ腹」なんていう言�

葉が頭に浮かびます。「大盤振る舞い」は本来は「椀飯振る舞い」と書きます。人に気前よく、食事や�

金品を提供し、盛大にもてなすことをいうのですが、鎌倉時代以後の武士社会でごちそうが並ぶ宴会を�

椀飯（おうばん）と呼んだことが由来だそうです。「太っ腹」は細かいことにこだわらず、度量が大き�

い人に使われますが、気前がよくて、けちけちしない金銭感覚にもよく使われます。�

さて、皆さんはどんなタイプでしょうか。韓国人でも懐具合にかかわらず倹約家という人もいるでし�

ょうし、日本人でも懐がさびしくても大盤振る舞いしてしまう太っ腹な人がいるかもしれませんね。�

�日本語講座 田端
た ば た

かや）�

�
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Ｗ杯から１年。あのときに目にしたことから見える日

本のこと、韓国のこと、日本人・韓国人のことを話し合
ってもらいました。参加者はＷ杯を韓国で経験した韓国

人と日本人、日本で経験した日本人と韓国人という４人
です。 
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������r Ôs��(�jRklK')S�

���/01:9�@�	���÷ã�]0)@

�	�


�K')S7ø0/@)1:9Fa�,�ù

,��1]0)��	 

井口井口井口井口：�(�úh�9�]0)�

7�ûüI�8���ø�

/8(h9]0)�	�

高木高木高木高木：�����
101,�Î

7���ý�,����

K')S�/ø�/)�	�

a�,�9�/
101

456åþ�<)5�ÛÜ

��0���	 

高木高木高木高木：a��)� � �7<

�¦456789]0

)�7��{��!�

�¬�����901

��ZH9�����

¤1�	*+2�0�

�I�8:9��09

]0)�	������������

%

イイイイ：Ðv��P� � �7�{��<9�Ü���

0/���@z��(��7�
���Ð�

������a�,�ÂÃ�*+�MlF�

�@/I�/�(�����*+7	Î
(

�jqs � )������
@0�/01�

ÇÎ7<��901a��ÂÃ70/�o�

5:101:9�X8(h�9	*+,�a

��Ml7	Î
(h!
@09����X

89]0)�7�a�,�/<)5qscM

s���'�0h;19]�/���Îß�

9¨�I5@)@�	�

高木高木高木高木：���9�9*+�:9��h�!
@0

�/�ÇÎ���������	�

井口井口井口井口：��
@0�/01�ÇÎ�§:!���

���	�Ù
:�
@09]{�IÎÁ0

��0��
�7¤I©�!�0��	�

���@��a�7	�/�!Îß�9�0

��	����å!�8(ÞÁ�0��/	

K
@0S��©��¹0Ü�h�!	�

����@�:9��
�!Ç�/0�

a�9*+�^�M�9���/0)@�

�	�

ココココ：:��o¦0(ÞÁ�0��/013!04

567�/0)@������
��*+,

Ì0�9���X)@�	%

�

���(�=>�@��	�

<)545678ÜÞ�

�����a�,	���

http://www.jpf.or.kr


10101010  

�������������	�
����


本ページ内の文章・写真の無断転載を禁じます。������������	
����
��������� �
������������ ���� !�!"�#�$"%!���"� !�!"��$&�$�!&���"���'�(��$&��)&&������*���*��+�%� 

 

���!���Î)@�7���f]g�ÜÞ

�:9��0/���1]0)��	    

イイイイ：a� n�/�HIÜÞ�:9��a��,�

/�!"F@Á#8,9�ü,9���HI$�

7<8,7�ì%©��@��0��7�̄ °0

/�jRklK')S�
101��ì&ÞÁ�

0�9	'( �$�	<9�a��Lcd��

�:��Ml�)7 *̂�Oh9��jRkl7

+)��,L-�%.�/0712@/89�


101�7J�����	  

高木高木高木高木：� �̂3R4�5kê6778����:�m

�n��9�o�/)@�	 

~^Å-9:�¤1������	;�8j

RklK')S7)�<��5@/	�

井口井口井口井口：
101�1�@�09ì��:9�4567

��0���@��0��b	*+,9=#89

a�,�à,7o�/8:9�¹³́ h9]1�

!	*+,�,7�8:9F�MR9e/�5�

>0?�n�/��7Z�T�@�/e/89A

�!B�C(���5	*+,���(�D)8

E:�<8	,7o�/8(h�!Z�00:9

7<8�/]1(�@ß1�	 

イイイイ：
��<5)�b	�F��G.'(��,70

�«0089­®�0ÎÁ1	 

ココココ：
101,�J09]0)�	H��
1���

��ìí�@�0�/01���o�/8�!I

�o82�0�	�

高木高木高木高木：a�,�nJ�8m�n��5�KLM�/8

��ì,76e/89�76e�5�/01:9

�<8(��,&�³N�0��	�

井口井口井口井口�*+,�Oz�'5å�'7�0	,�:9�

³´FÇ�9�MR9e��8�!	a�,��

ÄR9�e8��	�

%

ココココ：*+��à,�:9�³´FÇ�,7J09

]0)�	a�����,9=#89�*+

,��©�P5��F�8�7���(ÞÁ

�0��9�	QR�ST7<��!��©

��U@�09�)!�0�/01�	K<

�:9ó!�0��S�/��1�!�ó!

��Á0��0����/�I�OzêcR

CDM�ÜÞ8:97<5)�	���
�

7���,�V0�³´FW�:9�Ï@0

(ÞÁ�0�9	�

�

�

�

,X�nY901Z®�����²�H

��[\7<��9]1:9�<5)��	�

ココココ：5]7JI���901��<5)�	¼


���^Y�_�8^�M�7¤I����

(�����H�¼8�Y��,7D)8:

97U�!��¤1�	�

イイイイ：�+±²�^Yh�!	`9@/�
�ab

²�:9�<��5@�������cd�

4Ç�/eÛ²�o�/8�!	�

ココココ：Ý,²����d-�È/���/01:9

�<5)�7����fg�8¤1����

��@�)h(	�

a���Z�<5)��	�

高木高木高木高木：…-���0���b	�

井口井口井口井口：i�/)�b	�


�j��©���e/ÜÞ�kl�9

:;�È/���9]0)�	<5791

Hm0)@�	�

�

��������������

��������	
��
��������������

�����
���

http://www.jpf.or.kr


福岡は「アジアの玄関口」と言われています。このキャッチフ

レーズはあまり有名ではないようですが、実際にアジアとの交流

が盛んな、元気な街です。福岡・博多と聞いて真っ先にイメージ

するのはみんなが大好きなラーメンと屋台です。やはりラーメン

は屋台が一番おいしいです。そして屋台で飲むのは焼酎です。こ

の風情を知らずに博多のことは語れません。本当にいいところで

すから、ぜひ遊びにきてください。 
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◎ＮＨＫが「��世紀に残したいふるさと日本のことば」という企画で日本全国の方言を収録しています。�

ここでネイティブスピーカーの「○○弁」を聞くことができます。博多弁は福岡県のページへどうぞ。�

���は���	
�����
���
��
�	����������������������������������
����です。�

鴨長明『方丈記』より�
この欄の文章は『青空文庫』（����	
�����
������
��
�	��）から選んでいます。�

福岡はくさ��、「アジアの玄関口」て言われと

ーとよ。こんキャッチフレーズはあまり有名や

なかごたるばってん、ほんなこつアジアとの交

流の多か元気か� �街ばい。福岡･博多て聞いて

さ、真っ先いイメージするとは皆がバリ好いと

ぉラーメンと屋台ばい。やっぱラーメンな屋台

がいっちゃんうまか。そいで屋台で飲むなあ焼

酎ったい。こん風情ば��知らんで博多んこつは語

れんとよ。ほんなこつよかとこやけん、じぇっ

たい遊びに来んしゃいよ。�
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一番親しい友人との付き合い方は一番親しい友人との付き合い方は一番親しい友人との付き合い方は一番親しい友人との付き合い方は�

「韓国人は友達になったら何でも話ができる。でも、日本人は何でも話すということはないから、

友達になった気がしない。」などと聞いたこと、言ったことはないでしょうか。�

それが本当かどうかは、個人によって違っているというのが真実だと思いますが、日本人に関する

ある調査では、下のような結果が出ています。男女差、年代差はありますが、全体では「何でも話す」

という人が��
��です。これは多いのでしょうか、少ないのでしょうか。どう思いますか。�
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×→もうこれ以上�
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×→たくさん（「もうたくさん」は何度も嫌なことがあって、それ以上がまんしたくない、がまんできない�

という意味の表現。） ��
×→もっと ��
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『カチの声』に対するご感想、ご意見・ご要望等は『カチの声』に対するご感想、ご意見・ご要望等は『カチの声』に対するご感想、ご意見・ご要望等は『カチの声』に対するご感想、ご意見・ご要望等は�������	
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までお願いいたします。までお願いいたします。までお願いいたします。までお願いいたします。 �
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